
 

 

 

1.技   術 4.1 造水シンポジウム・講演会 

2.事 業 名 4.1.7  急速に進化する膜処理技術、その方向と今後の展開 

日 時 ： 平成 17 年 2 月 17 日（木）午前 10 時～午後 5 時まで 

場 所 ： 主婦会館プラザエフ B2「クラルテ」（東京都） 

参加者 ： 185 名 

3.キーワード 膜技術、茅ヶ崎研究所、タイ、排水処理、再生利用、水循環、下水高度処理、福岡逆

浸透法海水淡水化、アジア、下水 

4.目    的 講演－1．造水促進センターにおける膜による造水技術の発展と実用化 

「茅ヶ崎研究所の活動と膜による造水技術の発展」 

              財団法人造水促進センター淡水化技術部長  太 田 敬 一 

「タイにおける膜を用いた排水処理・再生利用技術協力」 

          財団法人造水促進センター国際協力部首席研究員  川 﨑 睦 男

講演－2．膜による非在来型水資源開発一造水・水循環の展望 

「下水処理の高度化と再生利用」 

           日立プラント建設株式会社松戸研究所第一部長  大 熊 那夫紀 

「福岡の逆浸透法海水淡水化施設」 

         福岡地区水道企業団海水淡水化施設開設準備室長  濱 野 利 夫 

「世界における逆浸透法海水淡水化」 

             日東電工株式会社メンブレン事業部開発部課長  岩 堀   博

「アジア地域の下水・廃水再生利用」 

ダウ・ケミカル日本株式会社御殿場研究所セパレーショングループ主幹研究員

前 田 恭 志 

「パネルディスカッション」            

司  会： 後 藤 藤太郎 （財団法人造水促進センター顧問）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


